【滋賀県立大学・韓国国史編纂委員会学術交流協定締結記念シンポジウム】

歴史を未来のために

―  日本、朝鮮半島、そして「在日」 ―

日時　２００２年１１月１０日(日)　午後１時～
場所　滋賀県立大学　A2-201

歴史学と言えば過去についての研究だと思われがちですが、姜徳相・滋賀県立大学名誉教授がつとに主張されてきた「歴史学は未来学だ」という言葉のとおり、あらゆる場合において、未来を切り開くために歴史に対する考察は不可欠です。W杯共催、日朝首脳会談など、2002年は日本と朝鮮半島との関係が目に見えて変化した年でした。しかし、表面的にしか取り上げられていないとの感が否めません。日本と朝鮮半島のよりよい関係、未来を切り開くためには、歴史の持つ意味を改めて問い直す必要を感じます。

　滋賀県立大学は、EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(パク・キョンシク),朴慶植)文庫・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(カン・ジェオン),姜在彦)文庫という、日本と朝鮮半島、そして在日朝鮮人の歴史をひもとくための重要な資料を膨大に所蔵しています。これらの資料の共同利用を主な目的とし、本年5月、滋賀県立大学と韓国の国史編纂委員会との間で学術交流協定が締結されました。これを記念して、韓国からは韓国近代史を専攻される李相一先生（国史編纂委員会）を、日本国内からは在日朝鮮人の歴史家として先駆的な存在である、姜在彦先生（花園大学客員教授）・姜徳相先生（滋賀県立大学名誉教授）、そしてアジアとの関係を常に念頭において日本史研究を続けてこられた歴史家として著名な、松尾尊兊先生（京都大学名誉教授）・木坂順一郎先生（龍谷大学名誉教授）をお招きし、日本と朝鮮半島、ひいては東北アジアがよりよい関係を築くため、歴史の持つ意味、朴慶植文庫・姜在彦文庫の今日的意味を考えるためのシンポジウムを開催することに致しました。

進行予定

	【第一部】13:00～
開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　西川幸治・滋賀県立大学学長

朴慶植文庫の意味について　　　　　　姜徳相・滋賀県立大学名誉教授
姜在彦文庫の意味について　　　　　　姜在彦・花園大学客員教授
滋賀県立大学との協定締結に期待すること
李相一・大韓民国国史編纂委員会編史研究士
― 休憩 ―

【第二部】15:00～
大正デモクラシーと朝鮮　　　　　　　松尾尊兊・京都大学名誉教授

十五年戦争下の日本と朝鮮　　　　　　木坂順一郎・龍谷大学名誉教授
【質疑応答】16:00～
17:00閉会予定

司会：河かおる




資料目次

3講師略歴




EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ドクサン),徳相)◆・滋賀県立大学名誉教授
3

◆・花園大学客員教授
3

◆・大韓民国国史編纂委員会編史研究士
3

◆・京都大学名誉教授
4



EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いちろう),一郎)◆・龍谷大学名誉教授
4

5朴慶植先生略年譜・著作目録


5１．略年譜


6２．著作目録


6(1) 著、編、訳書


7(2) 論文・講演記録他


10姜在彦先生略年譜・著作目録


10１．略年譜


11２．著作目録


11(1) 著、編、訳書


12(2) 論文・講演記録他


15朴慶植文庫・姜在彦文庫整理の進行状況と利用方法


15整理の進行状況


15利用方法


15資料の検索方法


16滋賀県立大学図書情報センター利用案内


16利用上の注意事項


16未整理資料についての問い合わせは




講師略歴

◆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(カン),姜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ドクサン),徳相)・滋賀県立大学名誉教授

1932年　韓国慶尚南道生まれ。朝鮮近現代史、朝鮮民族運動史。

早稲田大学史学部史学科卒業、明治大学大学院文学研究科史学専攻東洋史専修博士課程終了。一橋大学社会学部教授を経て、滋賀県立大学教授（～2002年）。

＜主な著書＞

『現代史資料』朝鮮史１～６（みすず書房、1963－76年）

『関東大震災』（中公新書、1975年）

『朝鮮独立運動の群像』（青木書店、1984年、1998年新装版）

『朝鮮人学徒出陣』（岩波書店、1997年）

『呂運亨評伝１　朝鮮三･一独立運動』（新幹社、2002年）

　その他。

◆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(カンジェオン),姜在彦)・花園大学客員教授

1926年　韓国済州島生まれ。朝鮮近代史・思想史家。
1968年までに民族運動に参加。84年まで大阪市立大学ほか各大学の非常勤講師を遍歴。

文学博士（京都大学、1981年）。1984年から花園大学嘱託教授、現在同大学文学部客員教授。

＜主な著書＞

『朝鮮近代史研究』（日本評論社、1970年）
『朝鮮の開化思想』（岩波書店、1980年）
『玄界灘に架けた歴史』（朝日文庫、1993年）
『西洋と朝鮮――その異文化格闘の歴史』（文芸春秋、1994年）

『姜在彦著作選』全五巻（明石書店、1996年）

『朝鮮儒教の二千年』（朝日選書、2001年）

『朝鮮通信使がみた日本』（明石書店、2002年）

その他。

※詳しくは11頁からの「姜在彦先生略歴・著作目録」参照のこと。

◆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(イサンイル),李相一)・大韓民国国史編纂委員会編史研究士

1957年　韓国・ソウル生まれ。

1996年東国大学校大学院史学科にて文学博士学位取得。1994年より国史編纂委員会勤務、5年間、海外に所蔵された韓国関連資料収集に従事し、現在は国内に所蔵された韓国近現代史資料収集業務を担当している。

＜主な著書＞

『ロシア地域の韓人社会と民族運動史』（教文社、ソウル、1994年）

その他。

◆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつおたかよし),松尾尊兊)・京都大学名誉教授

1929年　鳥取市生まれ。日本史学者。

京都大学文学部卒業。京都大学文学部教授、京都橘女子大学文学部教授を経て、京都大学名誉教授。大正デモクラシーの実証的研究の先駆者、民衆史研究の新しい地平を拓いた。

＜主な著書＞

『大正デモクラシー』（岩波書店、1974年、2001年岩波現代文庫版）

『普通選挙制度成立史の研究』（岩波書店、1989年）

『大正デモクラシーの群像』（岩波書店、1990年）

『大正時代の先行者たち』（岩波書店、1993年）

『日本の歴史21　国際国家への出発』（集英社、1993年）

『民本主義と帝国主義』（みすず書房、1998年）

『戦後日本への出発』（岩波書店、2002年）

その他。

◆EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きさか),木坂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いちろう),一郎)・龍谷大学名誉教授

1931年　東京生まれ。

京都大学法学部卒業、名古屋大学大学院法学研究科修士課程終了。

龍谷大学教授（～2000年）。政治学や国家論の視点を加味しながら十五年戦争の歴史を究明、最近は、アジアとの戦争、民衆にとっての戦争という視点から太平洋戦争を見直す作業に力を注いでいる。

＜主な著書＞

『歴史学大系　第28巻　民主主義運動史』（校倉書房、1977年）〔編〕

『体系・日本現代史３　日本ファシズムの確立と崩壊』（日本評論社、1979年）〔編著〕

『昭和の歴史第7巻　太平洋戦争』（小学館、1982年、1994年文庫版）

『治安維持法と戦争の時代』（岩波ブックレット、1986年）〔共著〕

『占領と講和』（青木書店、1989年）〔共著〕

『進め一億火の玉だ　１５年戦争と庶民の戦争協力』（つむぎ出版、1993年）

その他。

 朴慶植先生略年譜・著作目録

１．略年譜

	年
	月
	日
	年齢
	事項

	1922
	12
	7
	　
	朝鮮慶尚北道奉化群鳳城面金峰里にて父、朴淵進、母、洪思の長男として生まれる。

	1924
	　
	　
	　
	この頃から父、単身で渡日し、土建労働などに従事するようになる。

	1929
	3
	　
	6
	両親に連れられ姉、妹と共に日本に渡り、大分県西国東郡朝田村（現在大田村）に住む。その後隣村の田原村に移る。

	1937
	3
	　
	14
	同郡田原村（現在大田村）田原高等小学校卒業。

	1940
	3
	　
	17
	同村私立習説校卒業。

	1941
	4
	　
	18
	日本大学高等師範部地理歴史科（夜間）に入学し、1943年9月に卒業。

	1942
	9
	　
	19
	東京都本所区柳元国民学校助教、1944年4月同区柳島国民学校助教となり、45年3月退職。

	1945
	8
	15
	22
	日本敗戦、祖国解放。

	1946
	9
	　
	23
	東洋大学文学部史学科（旧制）に編入学、49年3月に卒業。

	1949
	4
	　
	26
	東京朝鮮中・高等（級）学校社会科教員（～1960年3月）。

	1952
	12
	　
	29
	朝鮮民主主義人民共和国朝鮮歴史編纂委員会編『朝鮮民族解放闘争史』を共訳。三一書房から出版。

	1953
	12
	　
	30
	張金順さんと結婚。

	1956
	10
	　
	33
	朝鮮研究所所員（～1957年10月）。所員は李浩然、金広志、白宗元、姜在彦、劉一孝、金得遠、朴慶植。

	1957
	7
	　
	34
	『朝鮮の歴史』姜在彦他と共著。三一新書。

	1959
	1
	　
	36
	朝鮮史研究会発足、会員となる。

	1960
	4
	　
	37
	朝鮮大学校歴史地理学部教員（～1970年3月）。

	1962
	1
	　
	39
	朝鮮民主主義人民共和国科学院歴史研究所編『朝鮮通史』（上）を共訳。未来社から出版。

	1962
	5
	　
	39
	『朝鮮歴史年表』李進煕氏と共編、未来社から出版。

	1962
	　
	　
	39
	『太平洋戦争中における朝鮮人労働者の強制連行について ― 日本帝国主義の爪痕』（朝鮮大学校地理歴史学科）を発行。

	1963
	　
	　
	40
	『関東大震災における朝鮮人虐殺の真相と実態』（李進煕氏との共編の資料集、朝鮮大学校）を発行。

	1963
	11
	23
	40
	朝鮮史研究会第一回大会で「朝鮮近代史の問題点」と題して基調報告をする。

	1964
	8
	　
	41
	朝鮮民主主義人民共和国科学院歴史研究所編『朝鮮近代革命運動史』共訳、新日本出版社から出版。

	1965
	5
	　
	42
	『朝鮮人強制連行の記録』を未来社から出版。

	1973
	3
	　
	50
	『日本帝国主義の朝鮮支配』（上下）青木書店から出版。

	1975
	1
	　
	52
	季刊『三千里』編集委員（～1976年）

	1975
	　
	　
	52
	『在日朝鮮人関係資料集成』（全五巻）三一書房刊（～1976年）。

	1975
	4
	　
	52
	東京大学社会科学研究所非常勤講師（～1977年3月）。

	1976
	6
	　
	53
	在日朝鮮人運動史研究会を組織、機関誌『在日朝鮮人史研究』を発刊。第27号(1997年9月まで）編集人。

	1976
	11
	　
	53
	『朝鮮三・一独立運動』を平凡社から出版。

	1977
	10
	　
	54
	アジア問題研究所を設立し、『朝鮮問題資料叢書』『研究所報』誌などを編集、刊行。

	1979
	2
	　
	　
	在日朝鮮人運動史研究会関西部会が発足し、第一回の研究会が神戸の青丘文庫で開かれる。


	1979
	3
	　
	56
	『在日朝鮮人運動史　八・一五解放前』を三一書房から出版。

	1981
	　
	　
	58
	『朝鮮問題資料叢書』全十六巻を順次出版（～1991年5月完結）。アジア問題研究所刊、三一書房発売。

	1984
	4
	　
	61
	初めて韓国を訪問、40数年ぶりに戦後日本から帰っていた姉弟との再会を果たす。

	1985
	10
	　
	62
	東京都立大学人文学部非常勤講師（～1988年3月）。

	1989
	3
	　
	66
	『解放後在日朝鮮人運動史』を三一書房から出版。

	1990
	7
	　
	67
	第一回「朝鮮人・中国人強制連行、強制労働を考える全国交流集会」が名古屋で開かれ、基調講演をする。

	1991
	4
	　
	68
	一橋大学経済学部非常勤講師となる（～1995年3月）。

	1992
	12
	　
	69
	『古希記念　在日朝鮮人・強制連行・民族問題』を三一書房から出版。

	1995
	12
	　
	72
	「在日同胞歴史資料館」の必要性を広く呼びかけ、その設立準備委員会を結成。『会報』を発行（五号まで）。

	1997
	　
	　
	74
	『近代日本社会運動史人物大辞典』全五巻（日外アソシエーツ）刊行、朴慶植氏等の努力により、1251名の在日朝鮮人活動家の経歴が収録される。

	1998
	2
	13
	75
	自宅近くで交通事故に遭い逝去、享年七五歳。

	1998
	11
	　
	　
	朴慶植氏の蔵書が一括して滋賀県立大学に寄贈されることが決定。

	2001
	2
	　
	　
	『在日朝鮮人関係資料集成（戦後編）』全10巻（不二出版）刊行終了。

	
	
	
	
	

	【参考文献】
	
	

	「朴慶植氏略年譜」『朝鮮史研究会会報』132、1998年8月15日

	『在日朝鮮人史研究』28（朴慶植先生追悼号）、緑蔭書房、1998年12月


２．著作目録

(1) 著、編、訳書

（共訳）朝鮮民主主義人民共和国朝鮮歴史編纂委員会編『朝鮮民族解放闘争史』（三一書房、1952）

（編）『朝鮮歴史年表』（朝鮮文）（関東朝鮮人社会学者協会、1955.8）

（共著）『朝鮮の歴史〈三一新書〉』（三一書房、1957.7、改訂版1961.7）

（共訳）朝鮮民主主義人民共和国科学院歴史研究所編『朝鮮通史（上）』（未来社、1962.1）

（共編）『朝鮮史年表』（未来社、1962.5、増補版1964.9）

（著）『太平洋戦争中における朝鮮人労働者の強制連行について』（朝鮮大学校地理歴史学科、1962）

（共編）『関東大震災における朝鮮人虐殺の真相と実態』（朝鮮大学校、1963）

（共訳）朝鮮民主主義人民共和国科学院歴史研究所編『朝鮮近代革命運動史』（新日本出版社、1964）

（著）『朝鮮人強制連行の記録』（未来社、1刷1965.5、50刷1992.2）

（著）『日本帝国主義の朝鮮支配（上）（下）』（青木書店、1973.3･6）（ハングル訳、1986.11、ソウル청아출판사刊）

（編）『在日朝鮮人関係資料』（1～5）（三一書房、1975.9－76.12）

（著）『天皇制国家と在日朝鮮人』（社会評論社、1976.7）

（著）『朝鮮三・一独立運動』（平凡社、1976.11）

（著）『在日朝鮮人運動史－八・一五解放前－』（三一書房、1979.3）

（著）『在日朝鮮人－私の青春』（三一書房、1981.6）

（編）『戦時強制連行「華鮮労務対策委員会活動記録」』（アジア問題研究所、1981.6）

（解題）朝鮮総督府警務局編『朝鮮の治安状況　昭和2年版、昭和5年版（復刻）』（不二出版、1984.3）

（共著）『侵略・布告なき戦争－近代日本・その人民と思想の系譜』（社会評論社、1985.7）

（著）『増補改訂版天皇制国家と在日朝鮮人』（社会評論社、1986.10）

（著）『解放後在日朝鮮人運動史』（三一書房、1989.3）

（共著）『体験で語る解放後の在日朝鮮人運動』（神戸学生･青年センター出版部、1989.10）

（共著）『天皇制と朝鮮』（神戸学生･青年センター出版部、1989.11）

（序文）『清算されない昭和－朝鮮人強制連行の記録（グラフィックレポート）』（岩波書店、1990.9）

（著）『在日朝鮮人・強制連行・民族問題－古稀を記念して』（三一書房、1992.12）

（監修）『朝鮮人強制連行論文集成』（明石書店、1993.6）

（編）『朝鮮問題資料叢書』全16巻（アジア問題研究所刊、三一書房発売）

第1巻『戦時強制連行・労務管理政策（Ⅰ）』（1982.9）

第2巻『戦時強制連行・労務管理政策（Ⅱ）』（1981.11）

第3巻『在日朝鮮人の生活状態（解放前）』（1982.2）

第4巻『在日朝鮮人統制組織「協和会」機関誌』（1982.4）

第5巻『在日朝鮮人運動関係機関誌（解放前）（1983.2）

第6巻『一九二〇～三〇年代民族運動』（1982.11）

第7巻『一九三〇年代革命運動論』（1982.6）

第8巻『一九三〇年代民族運動』（1983.4）

第9巻『解放後の在日朝鮮人運動Ⅰ』（1983.12）

第10巻『解放後の在日朝鮮人運動Ⅱ』（1983.6）

補巻『解放後の在日朝鮮人運動』（1984.7）

第11巻『日本植民地下の朝鮮思想状況』（1989.12）

第12巻『日本植民地下の在日朝鮮人の状況』（1990.9）

第13巻『日本敗戦前後の在日朝鮮人の状況』（1990・3）

第14巻『八・一五直後の南朝鮮の政治・経済・文化状況』（1990.6）

第15巻『日本共産党と朝鮮問題』（1991.5）

（編）『在日朝鮮人関係資料集成・戦後編』全10巻（不二出版）

　第1巻『在日本朝鮮人連盟関係（1）』（2000.5）

　第2巻『在日本朝鮮人連盟関係（2）』（2000.5）

第3巻『在日本大韓民国居留民団関係』（2000.9）

第4巻『在日朝鮮統一民主戦線関係』（2000.9）

第5巻『在日朝鮮人職業名鑑・文化年鑑』（2000.9）

第6巻『教科書・教育関係雑誌』（2000.12）

第7巻『都立朝鮮人学校関係』（2000.12）

第8巻『朝鮮人刊行新聞・雑誌（1）』（2001.2）

第9巻『朝鮮人刊行新聞・雑誌（2）』（2001.2）

　第10巻『朝鮮人刊行新聞･雑誌（3）』（2001.2）

(2) 論文・講演記録他

「朝鮮古代史研究ノート」（『歴史評論』30号、1951.8）

「〔朝鮮近代の〕開国と甲午農民戦争」（『歴史学研究』特集朝鮮史の諸問題、1953.7）

「朝鮮人学校における歴史教育」（『新しい歴史教育』3号、1954.4）

「朝鮮歴史学界の動向」（『「歴史学研究』184号、1955.6）

「全錫淡『朝鮮民族の形成について』」（『歴史学研究』191号、1956.1）

「朝鮮民話沈清伝」（教育科学研究会『教育』6巻1号、1956.1）

「朝鮮の歴史学研究の動向」(1)(2)」（『朝鮮月報』1･2号、1956.12、1957.1）

「日本帝国主義下における在日朝鮮人」1～3（『朝鮮月報』4･6･8+9号、1957.3･5･8）

「1955-56年における朝鮮歴史学界の動向」（『歴史学研究』207号、1957.5）

「朝鮮史」（『歴史学研究』213号、「1956年歴史学報」1957.11）

「近代史における朝鮮民族の抵抗」（『歴史地理教育』40号、1959.3）

「南朝鮮人民の反米救国闘争」（『歴史評論』129号、1959.3）

「民族教育」（『戦後教員物語Ⅱ』所収、三一書房、1960）

（訳）『歴史科学』編纂委員会「八・一五解放後の朝鮮歴史学会の動向」（『歴史評論』138号、1962.2）

「在日朝鮮人の歴史について」（『朝鮮研究月報』12号、1962.12）

「太平洋戦争時に強制連行された朝鮮人労働者の実態」（朝鮮文、『朝鮮大学学報』第3集、1963）（在日本朝鮮人科学者協会「朝鮮民主主義人民共和国創建十五周年記念論文集」に転載、1964）

「朝鮮人強制連行物語」1～9（『新しい世代』1964.1－12）

「帝国主義と民族の問題」（『中国現代史研究会機関誌』1964.5）

「近代における朝鮮と日本の関係」（『歴史地理教育』99号、1964.8）

「太平洋戦争時における朝鮮人強制連行」（『歴史学研究』297号、1965.2）（ドイツ語訳Japan Zwischen den Kriegen所収、1990ハンブルグ）

「歪められた朝鮮人像」（『日韓問題』所収、青木書店、1965.10）

「日韓条約への発展　―民族対立と離間の政策―」（『現代の眼』1965.10）

「『外国人学校制度』は朝鮮人学校を弾圧する治安立法である」（『歴史学研究』313号、1968.6）

「日本近代史における朝鮮」（歴史科学研究会『歴史の理論と教育』第7号所収、1968.12）

「三・一運動時期の独立宣言文、檄文、新聞などにあらわれた朝鮮民族の思想について」（『現代史資料月報』みすず書房、1967.1）

「最近の南朝鮮歴史学会」（『朝鮮時報』1967.4.22･29）

「民族差別」（『未来』1968.9）

「朝鮮問題について」（早稲田大学法史学研究会講演『法史学研究会会誌』7号、1968.11）

「研究者と実践の問題」（『未来』1970.1）

「三・一独立運動研究序説」（『未来』1970.4）

「三・一独立運動の歴史的前提」（『思想』550号、1970.4）

「三・一独立運動研究の諸問題」（『思想』556号、1970.10）

「安重根とその思想」（『未来』1970.12）

「『痛史』と『血史』―朴殷植の思想と民族史学について」（『未来』1971.4）

「在日朝鮮人問題」（大百科事典平凡社、1972.4）

「朝鮮人虐殺事件」（『事件と報道』所収、研究社、1972.11）

「書評『白凡逸志』」（『朝日ジャーナル』1973.9.28）

「日本の敗戦と朝鮮の解放」（『季刊現代史』3号所収、1973.11）

「朝鮮民族解放運動とロシア革命」（『歴史と人物』1974.1）

「朝鮮人強制連行―松代大本営」（『電通文化』92号、1974.1）

「日帝時期における『協和会』について」（『季刊現代史』5号、1974.12）

「随想研究点滴」（『海峡』1号、1974.12）

「在日朝鮮人運動」1～7（『三千里』1～7号、1975.2－76.8）

「随想ぷらすまいなす」①～④（『海峡』2･3･5･6号、1975.7･12、1977.1･7）

「朝鮮人と八・一五民族の心を取り戻した日」（『労働ニュース』2506号、1975.8.26）

「在日朝鮮人に関する資料について」（『さんいち』3号、1975.11）

「治安維持法による朝鮮人弾圧」（『季刊現代史』7号、1976.6）

「解放直後の在日朝鮮人運動」1～4（『在日朝鮮人史研究』1－4号、1977.12、1978.6･12、1979.6）

「朝鮮人強制連行の歴史と日本人」（『架橋』創刊号、東洋大学東アジア史研究会講演、1978.1）

「在日朝鮮労総の活動」（『海峡』7号、1978.3）

「在日朝鮮人史―その現代的意義―」（神奈川大学自主講座講演『朝鮮論』8号、1978.10）

「在日朝鮮人の歴史と現実」（東北大学大学祭講演記録東北大学社会思想研究会、1978.11）

「思想団体北星会・一月会について」（『海峡』8号、1978.12）

「在日朝鮮人運動の歴史とその意義」（社会主義理論政策センター定例研究会講演『社会主義と運動労働』1979.7）

「在日朝鮮人の戦い」（『さんいち』9号、1980.2）

「朝鮮民族解放運動と民族統一戦線」（東京大学社研編『ファシズム期の国家と社会8運動と抵抗（下）』所収、1980.3）（ハングル訳『新幹会研究』所収、ソウル・동녘刊、1983）

「座談会：朝鮮史と日本史の連帯を求めて」（『歴史公論』57号、1980.8）

「朝鮮人強制連行」（『歴史公論』1980.8）

「在日民戦の結成と反米反戦闘争」（『在日朝鮮人史研究』7号、1980.12）

「在日朝鮮人連盟の解散について」（『海峡』第10号、1981.3）

「東亜通航組合の自主運航」（『在日朝鮮人―私の青春―』所収、1981.6）

「在日民戦の活動と運動方針」（『在日朝鮮人史研究』9号、1981.12）

（解説）資料：外務省特別資料課編『日本占領及管理重要文書集－朝鮮人、台湾人、琉球人関係解説』（『在日朝鮮人史研究』9号、1981.12）

「在日朝鮮人」（『現代日本の偏見と差別』所収、新泉社、1981.12）

「教科書問題は日本民衆に何を突きつけているのか！？（上下）」（「東北大学「日韓連体をめざす連続自主講座」講演、1982.11.20『東北大学新聞』826、827号）

「方貴達オモニの残してくれたもの」（『方貴達オモニの思い出』所収、1982.12）

「在日朝鮮人運動」（『現代反差別の思想と運動』所収、新泉社、1983.4）

「日本人に問って強制連行とは」（吉田清治『私の戦争犯罪』所収、1983.7）

「在日朝鮮人の積極的側面、欠ける正当な評価」（『北海道新聞』1983.10.25）

「多摩川と在日朝鮮人―〔東京〕地域にみる近代の在日朝鮮人生活史―」（1981.10、1982.6.7市民講座講演『調布・ムルレの会シリーズ5』1984.2）
「朝鮮植民地支配と強制連行」（『侵略・布告なき戦争』所収、1985）

「在日朝鮮人の形成と現在」（平凡社『大百科事典』1985）

「オモニ・アボジの歴史を掘りおこそう！」（『在日同胞の生活を考える会通信』6号、1985.6）

「解放後における在日朝鮮人の民族的統一運動の再検討」（『在日朝鮮人史研究』15号、1985.10）

「〔私の戦後〕日本の革新政党や労働組合に私は問いたい」（日教組『教育評論』461号、1985.11）

「在日朝鮮人の足跡―それは日本と朝鮮の関係を写し出す分光器―」（『映画「解放の日まで」写真資料集』1986）

「今も続く民族差別」（『運動史研究』17号、1986.2）

「朝鮮人と天皇制」（『運動史研究』17号、1986.2）

「コッペパンと古本」（『彷書月刊』2巻4号、1986.4）

「記録映画『解放の日まで』と天皇制」（『クライシス』臨時増刊、1986.5）

「数々の『矢作事件』―私たちはその中から何を学ぶのか―」（「矢作事件を考える集い」講演1984.12、同実行委員会、1986.6）

「ミナリの話」（『在日同胞の生活を考える通信』10号、1986.6）

「最近日本에서의日帝植民地時期韓国에関한研究動態에대하여」（1984.12甲申事変百周年記念学術会議報告、『民族文化論叢）第7輯、嶺南大学校民族文化研究所、1986.9）

「解放後の在日同胞の歩み」（在日同胞のための連続講座『歴史と民族との対話』所収、在日同胞の生活を考える会、1986.12）

「在日朝鮮人に関する資料と研究動向」（『アジア問題研究所報』創刊号、1987.3）

「歴史学研究会と私」（『「歴史学研究」復刻版『月報』9』1987.7）

「在日同胞解放後の歩み1-3」（在日同胞の生活を考える会『ウリ生活』1-3号、1987.11、88.5･11）

「在日同胞団体の民主化と団結を」（『アジア問題研究所報』2号、1987.11）

「八・一五解放後の私の歩み」（『アジア問題研究所報』3号、1988.10）

「追悼橋沢裕子さん」（『在日朝鮮人史研究』18号、1988.10）

「文化活動の連合戦線を」（季刊『民濤』5号、民濤社、1988.11）

「日本에서의三・一独立運動」（朝鮮日報社主催三・一운동、大韓民国臨時政府수립七〇주년기념국
제학술회의報告『三・一운동大韓民国臨時政府』所収、1989.3）

「民族問題を考える」（『アジア問題研究所報』4号、1989.8）

「座談会『歴史認識と在日朝鮮人』」（季刊『民濤』8号、1989.9）

「在日朝鮮人運動史の視点」（1986.1朝鮮史セミナー講演記録『体験で語る解放後の在日朝鮮人運動』所収、神戸学生・青年センター出版部、1989.10）

「梶村さんと在日朝鮮人運動史研究会」（『在日朝鮮人史研究』19号、1989.10）

「天皇制と朝鮮」（1989.4朝鮮史セミナー講演記録『天皇制と朝鮮』所収、神戸学生・青年センター

出版部、1989.11）

「追悼李丞玉『追悼のことば』」（季刊『民濤』10号、1990.3）

「『沖縄から』を読んで」（吉浜繁著『沖縄から』（三版）1990.6）

「『韓国併合』から八〇年」（1990.6京都反安保集会講演『アジア問題研究所報』5号、1990.8）

「〔朝鮮人強制連行に対する〕日本の責任を問う」（『清算されない昭和』所収、岩波書店、1990.9）

「研究会のあゆみ」（『在日朝鮮人史研究』20号、1990.10）

「全国交流集会を終えるに当たって」（第一回朝鮮人・中国人強制連行・強制労働を考える全国交流集会報告書、1990.12）

「私の古本屋稼業」（『彷書月刊』7巻2号、弘隆社、1991.2）

「強制連行の意味を今考える」（講演）（『脈動』9号、埼玉県部落解放研究会、1991.5）

「朝鮮人強制連行についての調査研究」（『アジア問題研究所報』6号、1991.8）

「在日朝鮮人史研究の現代的意義」（神戸学生・青年センター講演『在日朝鮮人史研究』21号、1991.9）

「急がれる科学的な在日同胞史編纂」（『統一日報』1991.12.3）

「座談会『在日同胞社会から統一時代　切拓こう』（『統一日報』1992.1.1）

「民族問題についての正しい認識を」（石川県教組人権教育講演集3『心の奥深くしまわれているものを』所収、1992.3）

「日帝戦時下의民族受難」（尹奉吉義士義挙第六〇周年紀念国際学術会議報告『韓国独立運動파尹奉吉義士）所収、1992.4）

「強制連行調査の課題と展望」（第二回朝鮮人・中国人強制連行・強制連行を考える全国交流集会『報告書』所収、1992.6）

「広島の旧軍事施設をかいま見る」（『アジア問題研究所報』7号、1992.9）

「在日朝鮮人・韓国人社会活動家略伝(1)」（『アジア問題研究所報』7号、1992.9）

「朝鮮人強制連行」（『岩波講座日本通史19（近代4）』1995.3）

「解放後時期の在日朝鮮人史研究の現状と私見」（『在日朝鮮人史研究』25号、1995.9）

「朝鮮植民地支配と在日朝鮮人－「乙巳五条約」（第二次日韓協約）は無効」（同シリーズ編集委員会編『証言：植民地体験ポンソンファ（鳳仙花）－日本統治下の朝鮮・サハリンの生活（札幌民衆史シリーズ8）』（札幌郷土を掘る会、1997.2）

樋口晴彦訳「韓国警察の現状と組織改革」（警察学論集〈警察大学校〉52巻10号、1999.10）

【参考】

朴慶植著『在日朝鮮人・強制連行・民族問題－古稀を記念して』三一書房、1992年12月

朝鮮史研究会編「戦後日本における朝鮮史文献目録（データベース版）」

姜在彦先生略年譜・著作目録

１．略年譜

	年
	月
	日
	年齢
	事項

	1926
	10
	25
	
	韓国済州島に生まれる。

	1945
	3
	
	18
	済州公立農業学校卒業。

	1945
	8
	15
	18
	日本敗戦、祖国解放。

	1946
	9
	
	19
	東国大学政経学部に入学。経済学科の第一期生。

	1948
	4
	3
	21
	済州四・三事件が起きる。

	1949
	4
	
	22
	清州農業高等学校で英語とドイツ語を教える。

	1950
	6
	25
	23
	朝鮮戦争勃発

	1950
	12
	
	24
	日本へ渡る。

	1951
	4
	
	24
	大坂商科大学（現・大阪市立大学）研究科に入学。

	1951
	
	
	24
	民戦（在日朝鮮統一民主戦線）に参与。民戦大阪朝鮮人文化協会に所属して機関誌『朝鮮評論』（1951年12月創刊、1954年8月9号で終刊）編集にたずさわる。

	1953
	
	
	26
	大阪商科大学（現・大阪市立大学）研究科終了。

	1953
	4
	
	26
	東京の朝鮮通信社（ＫＮＳ）に所属するが肺炎カタルにかかり休養。

	1954
	4
	
	27
	「朝鮮における封建体制の解体と農民戦争」（『歴史学研究』4月号、11月号）

	1954
	11
	
	28
	民戦の日本語雑誌『新しい朝鮮』創刊。編集部に所属（～1968年）。

	1955
	5
	25
	28
	在日本朝鮮人総連合会（総連）が結成。

	1955
	11
	
	29
	竹中恵美子さんと結婚。

	1957
	7
	
	30
	『朝鮮の歴史』（三一新書）朴慶植他と共著。

	1968
	
	
	41
	総連を脱退。

	1969
	
	
	42
	青丘文庫発足。

	1970
	10
	
	43
	『朝鮮近代史研究』（日本評論社）刊行。

	1971
	5
	
	44
	『近代朝鮮の思想』（紀伊国屋新書）刊行。

	1971
	
	
	44
	京都大学人文科学研究所の研究員となり、社会運動研究班・辛亥革命研究班に参加。

	1973
	6
	
	46
	『近代朝鮮の変革運動』（日本評論社）刊行。

	1974
	4
	
	47
	大阪市大の経済学部及び研究科の講師となる。其他にも日本全国の十数校で非常勤講師を務める。

	1975
	2
	
	48
	『季刊　三千里』を創刊。

	1976
	4
	
	49
	京都大学人文科学研究所にはじめて近代朝鮮研究班が発足。

	1977
	2
	
	50
	『朝鮮の攘夷と開化』（平凡社選書）刊行。

	1980
	3
	
	53
	『朝鮮の開化思想』（岩波書店）刊行。

	1981
	3
	
	54
	在日朝鮮人の政治犯に対する寛大な措置を要請するため金達寿・李進熙と初めての訪韓。

	1981
	3
	
	54
	京都大学文学部で博士号取得。

	1981
	
	
	54
	近代朝鮮研究班が解消し、｢朝鮮民族運動史研究会｣となって再出発。

	1985
	10
	
	58
	花園大学の嘱託教授に迎えられる。

	1985
	10
	
	58
	大阪市大の院生の共同研究による『朝鮮における日窒コンツェルン』（不二出版）出版。

	1986
	1
	
	59
	『朝鮮近代史』（平凡社選書）

	1987
	5
	
	60
	『季刊　三千里』第五〇号で終刊。

	1987
	8
	15
	60
	独立記念館の開会式に招かれ訪韓。

	1988
	7
	
	61
	中国旅行（～8月）

	1989
	8
	
	62
	『季刊　青丘』を復活させる。

	1993
	7
	
	66
	『満州の朝鮮人パルチザン―一九三〇年代の東満・南満を中心として』（青木書店）出版。

	1996
	2
	
	69
	『季刊　青丘』第二五号で終刊。

	2001
	1
	
	74
	『朝鮮儒教の二千年』（朝日新聞社）刊行。

	2002
	6
	
	75
	『朝鮮通信使がみた日本』（明石書店）刊行。
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	「わが研究を回顧して」河合和男，飛田雄一，水野直樹，宮嶋博史編『論集　朝鮮近現代史－姜在彦先生古稀記念論文集』明石書店、1996年
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２．著作目録
(1) 著、編、訳書

（著）『在日朝鮮人渡航史〈朝鮮研究所研究資料〉』（朝鮮研究所、1957.3）

（共著）『朝鮮の歴史〈三一新書〉』（三一書房、1957.7）

（共著）『朝鮮の歴史（改訂版）』（三一書房、1961.7）

（著）『朝鮮－歴史と風土〈新文化選書〉』（法律文化社、1966.11）

（著）『朝鮮近代史研究』（日本評論社、1970.10）

（著）『近代朝鮮の思想〈紀伊国屋新書〉』（紀井国屋新書店、1971.5）

（訳注）洪錫謨ほか『＊朝鮮歳時記〈東洋文庫〉』（平凡社、1971.8）

（著）『近代朝鮮の変革思想』（日本評論社、1973.6）

（訳注）申維翰『海游録－朝鮮通信使の日本紀行〈東洋文庫〉』（平凡社、1974.5）

（共著）『文化誌　世界の国2　朝鮮・モンゴル』（講談社、1975.2）

（著）『朝鮮の攘夷と開化－近代朝鮮にとっての日本〈平凡社選書〉』（平凡社、1977.2）

（著）『近代における日本と朝鮮－朝鮮問題入門〈すくらむ文庫〉』（すくらむ社、1978.5）

（著）『増訂朝鮮－歴史と風土』（法律文化社、1978.　）

（共著）『教科書にかかれた朝鮮』（講談社、1979.4）

（著）『朝鮮の開化思想』（岩波書店、1980.3）

（著）『日韓関係の虚構と実像』（龍渓書舎、1980.6）

（共編）『近代朝鮮の社会と思想』（未来社、1981.3）

（共編）『手記＝在日朝鮮人』（龍渓書舎、1981.6）

（著）『新訂朝鮮近代史研究』（日本評論社、1982.11）

（共編）『植民地期朝鮮の社会と抵抗』（未来社、1982.7）

（著）『日本による朝鮮支配の40年』（大阪書籍、1983.2）

（著）『近代朝鮮の思想（新版）』（未来社、1984.8）

（編）『朝鮮における日窒コンツェルン』（不二出版、1985.10）

（共編）『講座差別と人権4　民族』（雄山閣出版、1985.4）

（共編）『日本と朝鮮の二千年』（大阪書籍、1985.9）

（著）『朝鮮近代史〈平凡社選書〉』（平凡社、1986.1）

（序文）北博昭解題『百五人事件資料集全4巻（復刻）』（不二出版、1986.1）

（著）『朝鮮の歴史と文化〈朝日カルチャーブックス〉』（大阪書籍、1987.2）

（著）『玄界灘に架けた歴史－日朝関係の光と影』（大阪書籍、1988.6）

（共著）『体験で語る解放後の在日朝鮮人運動』（神戸学生・青年センター出版部、1989.10）

（共著）『在日韓国・朝鮮人－歴史と展望』（労働経済社、1989.9）

（著）『世界の都市の物語7　ソウル』（文芸春秋、1992.7）

（著）『日本による朝鮮支配の40年〈朝日文庫〉』（朝日新聞社、1992.9）

（著）『玄海灘に架けた歴史（文庫版）』（朝日新聞社、1993.2）

（著）『（新版）朝鮮の歴史と文化－朝鮮民族を映しだす鏡：歴史と文化を知る』（明石書店、1993.3）

（著）『満州の朝鮮人パルチザン－1930年代の東満・南満を中心として』（青木書店、1993.7）

（著）『西洋と朝鮮－その異文化格闘の歴史』（文芸春秋、1994.7）

（著）『韓国と日本の交流史（近世編）』（明石書店、1994.9）

（共著）『日朝交流史』（有斐閣、1995.10）

（著）『姜在彦著作集　1.朝鮮の儒教と近代、2.朝鮮近代の変革運動、3.朝鮮の開化思想、5.近代朝鮮の思想』（明石書店、1996.1･4･5･7）

（著）『「在日」からの視座』（新幹社、1996.5）

（著）鈴木信昭訳『姜在彦著作集　4.朝鮮の西学史』（明石書店、1996.9）

（共編）『朝鮮学事始め』（青丘文化社、1997.4）

（著）『金日成神話の歴史的検証－抗日パルチザンの〈虚〉と〈実〉』（明石書店、1997.12）

（著）『増補新訂　朝鮮近代史』（平凡社、1998.11）

（著）『ソウル－世界の都市の物語〈文春文庫〉』（文芸春秋、1998.11）

（著）『朝鮮近代の風雲誌（青丘文化叢書6）』（青丘文化社、2000.11）

（著）『朝鮮儒教の二千年』（朝日新聞社、2001.1）

（著）『朝鮮通信使がみた日本』（明石書店、2002.6）

(2) 論文・講演記録他
「朝鮮側からみた日清戦争」（『史林』〈京都大〉35巻4号、1953.3）


「朝鮮における封建体制の解体と農民戦争（1）（2）－甲午農民戦争に関する若干の研究」（『歴史学研究』173･177号、1954.7･11）

「停戦後における共和国の人民経済復旧発展について－朝鮮の平和的な完全統一のための物質的基礎として」（『朝鮮評論』1954.8）

「戦後の朝鮮における経済発展の二つの路線」（『新しい朝鮮』3号、1955.1）

「朝鮮における實事求是學派について」（『歴史学研究』195号、1956.5）

「朝鮮人運動」（大河内一男ほか編『社会主義講座８（日本の社会主義革命）』河出書房、1957.1）

「共和国北半部での農業協同化への道－農村における土地改革と社会主義的改造の問題」（『朝鮮月報』5号、1957.4）

「関東大震災と朝鮮人迫害」（『朝鮮問題研究』4巻3･4号、1960.9）

「朝鮮問題と内田良平－いわゆる「アジア主義」の本質と役割」（『新しい歴史学のために』100号、1964.12）

「朝鮮問題における内田良平の思想と行動－大陸浪人における「アジア主義」の一典型として」（『歴史学研究』307号、1965.12）

「朝鮮における抗日武装闘争と人民政府路線の確立－朝鮮民主主義人民共和国の歴史的基礎として」（『仁井田陞博士追悼論文集2（現代アジアの革命と法）』勁草書房、1966.10）

「開化思想・開化派・金玉均」（『朝鮮史研究会論文集』4号、1968.10）

「東学＝天道教の思想的性格」（『思想』537号、1969.3）

「甲午農民戦争」（『岩波講座世界歴史22（近代9）』岩波書店、1969.8）

「朝鮮実学における北学思想－近代開化思想の萌芽」（『思想』546号、1969.12）

「「活貧党」闘争とその思想（上）（下）」（『思想』556･557号、1970.10･11）

「近代朝鮮における自由民権思想の形成－1880年代を中心として」（『思想』570号、1971.12）

「独立新聞・独立協会・万民共同会－1890年代後半期におけるブルジョア的変革運動」（『朝鮮史研究会論文集』9号、1972.3）

「李朝末期の実力培養＝自強運動－朝鮮国権回復運動と開化思想」（『思想』585号、1973.3）

「開国前夜の朝鮮思想－近代への対応と挫折」（『歴史と人物』3巻9号、1973.9）


「金玉均の日本亡命」（『歴史と人物』4巻3号、1974.3）

「朝鮮人の日本観－江戸期朝鮮通信使の日本紀行を中心として」（『経済評論』23巻12号、1974.11）

「Ｅ・オッペルトのこと」（『季刊三千里』1号、1975.2）

「（連載）朝鮮近代史話　①～⑥」（『季刊三千里』1～6号、1975.2－76.5）

「「衛正斥邪」に殉じた義兵将たち」（『季刊三千里』2号、1975.5）

「江華島事件前後－日本による「征韓」外交の始末」（『季刊三千里』3号、1975.8）

「時代の証言者『大韓毎日申報』」（『季刊三千里』4号、1975.11）

「崔益鉉の思想と生涯－「斥和」から「義兵」へ」（『岩波講座日本歴史』月報9、1976.1）

「開化期の国文運動」（『季刊三千里』5号、1976.2）

「済州島流配期の金允植」（『季刊三千里』6号、1976.5）

「朝鮮伝来の西洋書目－開国前の西洋認識と関連して」（『思想』625号、1976.6）

「儒教の中の朝鮮女性」（『季刊三千里』7号、1976.8）

「在日朝鮮人の65年」（『季刊三千里』8号、1976.11）

「姜沆と江戸儒学－『看羊録』にみる藤原惺窩との交友」（『季刊三千里』9号、1977.2）

「金芝河の思想を考える」（『季刊三千里』10号、1977.5）

「教科書のなかの朝鮮（4）－近代初期の日本と朝鮮」（『季刊三千里』11号、1977.8）

「新民会の活動と百五人事件－1910年前後期の朝鮮国権回復運動の一断面」（小野川秀美、島田衒次編『辛亥革命の研究』、筑摩書房、1978.1）

「教科書のなかの朝鮮（6）－「併合」前後期の日本と朝鮮」（『季刊三千里』13号、1978.2）

「円仁入唐と新羅坊－民衆間交流の一原型として」（『季刊三千里』14号、1978.
5）

「1929年の光州抗日学生運動」（『季刊三千里』15号、1978.8）

「一九一九年の三・一朝鮮独立運動」（『季刊三千里』17号、1979.2）

「朝鮮における近代学校の成立過程－1890年代後半期を中心に」（『旗田巍先生古稀記念朝鮮歴史論集下』、1979.3）

「キリスト教が結ぶ―日本と朝鮮の架橋・二題」（『文学』1979.4）

「在日朝鮮人問題の文献」（『季刊三千里』18号、1979.5）

「朝鮮の儒教・日本の儒教」（『季刊三千里』19号、1979.8）

「光州抗日学生運動五十周年―皇民化＝日本化教育の流れに抗して」（『世界』1979.12）

「近代朝鮮にとって日本とは」（『季刊三千里』21号、1980.2）

「20年目の四・一九学生運動」（『季刊三千里』22号、1980.5）

「朝鮮の解放と分断」（『季刊三千里』23号、1980.8）

「朝鮮からみた日本の征韓外交」（『歴史公論』57号、1980.8）

「戦後36年目の在日朝鮮人」（『季刊三千里』24号、1980.11）

「対談：日本人の朝鮮観を考える」（『季刊三千里』25号、1981.2　上田正昭、姜在彦）

「李恒老における衛正斥邪思想－ウエスタンインパクトと鎖国攘夷の論理」（『近代朝鮮の社会と思想』1981.3）

「朝鮮民族運動史の視点」（『季刊三千里』27号、1981.8）

「外国人を拒む日本社会の「均質性」－解体迫られる『単一民族』幻想」（『エコノミスト』59巻47号、1981.11）

「対談：在日・在米朝鮮人を語る」（『季刊三千里』28号、1981.11）

「思想史から見た三・一運動」（『植民地期朝鮮の社会と抵抗』および『朝鮮史叢5･6合併号』、1982.1）

「（連載）近代朝鮮の歩み　①～⑪」（『季刊三千里』29～42号、1982.2－85.5）

「対談：15年戦争下の日本と朝鮮」（『季刊三千里』31号、1982.8）

「なぜ「1930年代」か」（むくげの会編『朝鮮一九三〇年代研究』1982.10）

「座談会：教科書の朝鮮をめぐって」（『季刊三千里』32号、1982.11）

「前近代の東アジア世界と朝鮮－朝鮮の「事大」と「交隣」」（『季刊三千里』33号、1983.2）

「甲午改革・独立協会・活貧党」（『季刊三千里』34号、1983.5）

「対談：日本における朝鮮研究の系譜」（『季刊三千里』34号、1983.5）

「対談：在日朝鮮人の現在と将来」（『季刊三千里』35号、1983.8）

「朝鮮の植民地化と国権回復運動」（『季刊三千里』35号、1983.8）

「総論　朝鮮文化史」（『アジア歴史研究入門2（中国2・朝鮮）』同朋舎出版、1983.11）

「丁若鏞の日本観－とくに日本の儒学を中心に」（『アジア公論』12巻11号、1983.11）

「武断政治と三・一運動」（『季刊三千里』36号、1983.11）

「室町・江戸時代の善隣関係」（『季刊三千里』37号、1984.2）

「「文化政治」下の支配と抵抗」（『季刊三千里』38号、1984.5）

「朝鮮独立運動の根拠地問題－1910年前後の二つの思想的対応」『朝鮮民族運動史研究』1984.6）

「1920年代の抗日民族運動」（『季刊三千里』39号、1984.8）

「甲申政変百年」（『季刊三千里』40号、1984.11）

「十五年戦争下の朝鮮」（『季刊三千里』41号、1985.2）

「対談：植民地下の台湾と朝鮮」（『季刊三千里』41号、1985.2）

「十五年戦争期の海外抗日運動」（『季刊三千里』42号、1985.5）

「朝鮮通信使（1）－江戸時代の朝鮮通信使」（『韓国文化』7巻6号、1985.6）

「民族運動史上の人物（2）」（『朝鮮民族運動史研究』2号、1985.6）

「分断40年に思う」（『季刊三千里』43号、1985.8）

「対談：ソ連・中央アジアの朝鮮人」（『季刊三千里』44号、1985.11）

「対談：ソ連中央アジアの朝鮮人」（『季刊三千里』44号、1985.11）

「紀州藩の儒者・李梅渓」（『季刊三千里』46号、1986.5）

「民族運動史上の人物（3）」（『朝鮮民族運動史研究』3号、1986.7）

「日本朱子学と姜沆」（『季刊三千里』47号、1986.8）

「座談会：解放後10年の在日朝鮮人運動」（『季刊三千里』48号、1986.11）

「「日韓併合」と一進会」（『季刊三千里』49号、1987.2）

「「在日朝鮮人」であることの意味」（『季刊三千里』50号、1987.5）

「民族運動史上の人物（4）」（『朝鮮民族運動史研究』4号、1987.11）

「朝鮮儒教の衛正斥邪論と西洋＝西学観　華西　李恒老を中心として」（上智大学75周年記念国際シンポジウム・第三回日仏科学セミナー「儒教とアジア社会――中国・朝鮮・ベトナム・日本」Discussion Paper、1988.9）

「在満朝鮮人の抗日武装闘争－南満における東北人民革命第一軍を中心に」（『朝鮮民族運動史研究』5号、1988.12）

「（連載）朝鮮と西洋　①～⑫」（『季刊青丘』1～19号、1989.
8－94.2

「朝鮮儒教の天主教批判－18世紀の安鼎福を中心として」（『思想』792号、1990.6）

「韓日文化交流－雨森芳洲の誠信外交」（『季刊コリアナ』3巻3号、1990.9）

「朝鮮と西洋　8.キリスト協会の成立、9.安鼎福の天主教批判と珍山事件、10.北学派の西学観」（『季刊青丘』11～13号、1992.2･5･8）

「座談会：今なぜ戦後補償か」（『季刊青丘』12号、1992.）

「「北」における個人中心史観の形成」（徐龍達先生還暦記念委員会編『アジア市民と韓朝鮮人』日本評論社、1993.7）

「戦後満州の朝鮮義勇軍－中国革命から朝鮮戦争へ」（『朝鮮民族運動史研究』10号、1994.12）

「朝鮮通信使が見た日本人」（上田正昭編『朝鮮通信使－善隣と友好のみのり』明石書店、1995.5）

「「協約」ではなく「国盗り」－伊藤博文と「保護条約」」（『季刊青丘』25号、1996.2）

「わが研究を回顧して」（河合和男，飛田雄一，水野直樹，宮嶋博史編『論集　朝鮮近現代史－姜在彦先生古稀記念論文集』明石書店、1996.12)

「ハングルの歌による朝鮮通信使の日本紀行－金仁謙『日東壮遊歌－ハングルでつづる朝鮮通信使の記録』」（『月刊百科』450号、2000.4）

「朝鮮通信使の日本見聞録（3）－慶暹『海槎録』①、（4）－慶暹『海槎録』②、（5）－李景稷『扶桑録』①、（6）－李景稷『扶桑録』②」（『韓国文化』249～252号、2000.8－11）

「朝鮮通信便の日本見聞録（7）－姜弘重『東槎録』①」（『韓国文化』253号、2000.12）

ハングルで執筆した論文

「日帝の朝鮮侵略における内田良平と一進会の罪行」（『歴史科学』70号、朝鮮民主主義人民共和国社会科学院出版社、1967.3）

「甲申政変の挫折と金玉均」（『季刊京郷』84年秋号、京郷新聞社＜甲申政変100周年記念シンポジウム＞、1984.　）

「甲申政変研究――回顧と反省」（『月刊政経文化』84年12号、京郷新聞社＜甲申政変100周年記念特別寄稿＞1984.　）

「丁茶山の日本観」（『丁茶山とその時代〈大宇学術叢書〉』民音社、1986.8）

「「近代」の起点から見た韓国と日本――比較思想史的考察」（『民族文化論叢』7輯、嶺南大学校民族文化研究所、1986.9）

「開港前夜の韓国人の思想像」（『季刊京郷』87年夏号、京郷新聞社、1987.　）

「中国朝鮮族訪問記（上）（下）」（『月刊　社会と思想』ハンギル社、1988.10･11）

「済州島流配期の金允植」（『耽羅文化』7号、済州大学校耽羅文化研究所、1988.　）

「丁茶山の西学観」（『丁茶山の探求〈大宇学術叢書〉』民音社、1990.1）

「日本から見た韓国学研究」（韓国精神文化研究院第６回国際学術会議での基調発表、論文集『韓国学の世界化（上）』1991.11）

国史編纂委員会編『韓民族独立運動史』

第一巻「平民義兵陣の対日抗戦」（1987.12）、第三巻「二・八独立宣言と三・一運動」（1988.12）

　第八巻「日本における韓国人運動」（1990.12）、第一一巻「外圧の増大と開化独立運動」（1992.10）
【参考】

『姜在彦著作集』明石書店、1996年
朝鮮史研究会編「戦後日本における朝鮮史文献目録（データベース版）」

朴慶植文庫・姜在彦文庫整理の進行状況と利用方法

整理の進行状況

2002年5月、韓国の国史編纂委員会と滋賀県立大学は朴慶植文庫や姜在彦文庫の共同利用・共同研究を主な内容とする学術交流協定を締結した。本シンポジウムはそれを記念して開催するものである。ここに、両文庫に関するこれまでの経緯と整理の進行状況などを簡単に紹介する。

朴慶植文庫

　

　朴慶植文庫資料は、故朴慶植先生が生前に設立を目指されていた「在日同胞歴史資料館」で整理・保存・公開される予定であった資料をその内容としている。「在日同胞歴史資料館」は1995年12月、朴慶植先生が収集した文献を基礎とし、2000年開館を目標として設立準備委員会が組織された。しかし朴慶植先生が1998年2月12日、不慮の交通事故にて逝去された。「在日同胞歴史資料館」構想はその後も実現の可能性が追求されたが、困難が多い中、朴慶植先生と親交の深かった姜徳相先生（滋賀県立大学教授・当時）が、その志を受け止めようと滋賀県立大学への受け入れを申し出、それが実現して今日に至っている（受け入れ決定は1998年11月）。

寄贈受け入れ時の数量は段ボール箱1300箱と言われる。膨大な量である。その全体像はまだつかめないが、マル秘の資料、貴重な生文書、解放直後からの在日朝鮮人運動のなかで出されたビラやパンフレット類、民族教育に用いられた教科書、在日の民族運動指導者や強制連行当事者などから聞き取り調査を行った録音資料など現下に無二の貴重な一次資料を多く含み、在日朝鮮人史・朝鮮近代史や日韓・日朝関係史の分野では質・量ともに日本一といわれている。

現在までに整理が完了して滋賀県立大学図書情報センターで閲覧が可能なのは6676件で、これは箱数で換算して約十分の一の量に過ぎない（閲覧方法などについては次頁参照のこと）。その他に現在まで単行書を中心に箱数で換算して約500箱分程度の仮整理を終えた。順次図書情報センターへの配架を進めていく予定である。未整理資料の主な内訳は、雑誌・新聞類約260箱、ビラや文書類約150箱（いずれも概算）、録音資料約340点、マイクロフィルム資料約80点などである。

　整理と共に資料の物理的劣化に対する対策も講じてゆく予定である。

姜在彦文庫

　姜在彦文庫は、朴慶植文庫とは異なり、まだ現役の研究者であられる姜在彦先生の蔵書を数回に分けて県立大学にお譲りいただくという形で受け入れている。現在までに整理が完了して滋賀県立大学図書情報センターで閲覧が可能なのは1051件で、比較的最近に刊行された和書が中心である。その他に整理中の図書が約8000件あり、順次配架を進めて行く予定である。受け入れはまだ完了しておらず、今後数回にわたって受け入れる予定であるので、最終的には質量共に相当のものとなることが予想される。

　姜在彦先生は朴慶植先生とならぶ先駆的在日朝鮮人歴史家であると同時に、波乱の歴史の生き証人でもあり、このコレクション資料が注目される所以である。

利用方法

資料の検索方法

　滋賀県立大学図書情報センターに配架済みの朴慶植文庫・姜在彦文庫資料については、以下のサイトで検索が可能である。

滋賀県立大学図書情報センター図書検索システム　LIMEDIO

　　http://www.lib.usp.ac.jp/limedio/index-j.html
国立情報学研究所　NACSIS Webcat　

http://webcat.nii.ac.jp/
　なお、将来的には冊子状の目録を刊行する計画であるが、当面は整理が完了したものから順次オンライン上でデータを公開するという形になる。

滋賀県立大学図書情報センター利用案内

利用時間（平日）
	区　　分
	本　　館

	授業期間中
	午前９：００～午後７：００

	休業期間中
	午前９：００～午後５：００


· 蔵書点検のために休館になることがありますので、事前にご確認ください。
· 休館日：土曜日、日曜日、祝日、年末年始（１２月２８日～１月４日）、毎月末金曜日の午前中（９時～１２時） 

　（注）臨時休館日は掲示板等でお知らせします。

利用者資格

1. 滋賀県立大学の学生 

2. 滋賀県立大学の教職員 

3. 図書情報センター長が適当と認めた者
· なお、図書館内の資料は、学外者も閲覧可能です。利用の際には、カウンターにて住所・氏名の記入にご協力ください。
利用上の注意事項

朴慶植文庫、姜在彦文庫に関しては、以下の事項において制限などがあります。

1. 閲覧は館内のみとなっております。館外貸し出しはできません。

2. 資料保存上の観点から、原則として複写を認めておりません。

3. 学外からの依頼複写には原則として現時点で応じておりません。

未整理資料についての問い合わせは

滋賀県立大学人間文化学部　講師　河かおる

〒522-8533　滋賀県彦根市八坂町2500 滋賀県立大学人間文化学部

tel 0749-28-8408   fax 0749-28-8543  kkawa@shc.usp.ac.jp
【参考事項】

滋賀県立大学図書情報センター　ホームページ

http://www.linc.usp.ac.jp/index.htm
	滋賀県立大学・韓国国史編纂委員会学術交流協定締結記念シンポジウム資料

2002年11月10日

〒522-8533　滋賀県彦根市八坂町2500 

滋賀県立大学人間文化学部　河かおる研究室
tel 0749-28-8408   

fax 0749-28-8543

kkawa@shc.usp.ac.jp
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